
具体的な取組み事例として、小学校では児童の活躍に関して
児童同士で褒め合う、中学校では振り返りシートにまとめ、
次の学習目標を記載したりしている。

A
県

非認知能力を如何に育んでいけるかという点は教育にお
ける最重要ポイントだと考える。学び続けようという意欲、自
己肯定感などが逆境に陥った時も再チャレンジしていくパワーに

なる。県として埼玉県の子どもたちに非認知能力を高めるた
めの教育として大切にしていること、工夫していることに
ついて伺う。

Q

※小4～中3までを対象。
　平成27年から毎年行い、約27万人弱が受けている

埼玉県学力・学習調査について

平成28年から令和元年までの調査データについての研究を中

室教授に委託し、指導と学力等の視点で科学的に詳細な比較

検証分析を行った。結果、子どもたちの非認知能力を高める
ことが学力の維持向上に重要であること、落ち着いた学
級経営が非認知能力を高めることが把握できた。
この分析を生かし、授業改善のための主体的・対話的で深い学

びの実践のための研修プログラムを作成し、４つの視点と
16のポイントを示した学級経営リーフレットを作成した。

A
県

このビッグデータについては慶応義塾大学教授の経済学者
である中室牧子先生と共同研究を行ったと伺っている。成果
は？ また、得られた知見を現在、どのように埼玉県の教育
現場に生かしているのか？

Q

ビッグデータをどう活かしているか？1

以前より各学校において自校の結果の分析、授業改善に活用して

いるが、令和7年度より県がオンラインで直接研修を実施している。

より多くの学校に参加してもらえるよう周知していく。
AI分析については、回答傾向の分析、学力向上に関わる要因の

抽出、児童生徒ごとの最適な指導方針の決定などに応用できる

と考えるが、適切なデータ整備、プライバシー保護、運用コスト、

最終的な人の目によるチェックの必要性などの課題がある。現
在、記述式問題の解答の採点について、AIの活用可
能性について研究機関と共に研究している。

A
県

調査結果の分析を行う研修は、さいたま市を除く県内の小中学

校全校のうち318校の参加で、3割ほどしか参加していない。
AIの発達が目覚ましい現在、より詳細に分析し個人の能力アップ、

個 人々に合った学習方法の提示へとつなげ、学習の躓きも早くに

発見していけるのではないかと考えるが、AI分析を用いること
についての見解は？

Q

AI分析について2

教育
改革

人材育成・スポーツ・

文化振興特別委員会にて

質疑しました

メタキャンパスについて

今年度は6月1日現在264人の申し込みがあった。今年3月に行っ
たアンケート調査では、保護者の約86%から「事業を評価できる」、
児童生徒の約85%から「参加して良かった」という回答を得た。
課題は、メタバース空間内というリアル、対面ではない中でコ
ミュニケーションのすれ違い、考え方のずれが生じることがある。会話
のログを確認しながら一人一人の状況を丁寧に把握する必要があると考えている。

A
県

メタバース空間を活用した不登校児童生徒等支援事業「メタキ
ャンパス」が令和7年秋より始まった。応募状況や課題は？ 子どもたち

や保護者からはどのような声が上がっているか？

Q

「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力、人間
性等」の3つの資質・能力の育成を柱とした入学者選抜を行うため、来
年度入試から大きく変更されます。

〈変更点〉

新しい埼玉県公立高校入試について
～令和９年度より実施～

調査書は「各教科の学習の記録（評定）」と「総合的な学習の時間の記
録」が記載され、出欠の記録はなくなる。

全ての受検生に面接試験が課され、受検生があらかじめ作成した自
己評価資料を参考に県教育委員会が定めた各校共通の「評価の観点・
評価規準」を基に評価される。学校が独自に評価の観点・規準を設け
ている場合もある。

選抜は、各学校により「学力検査、調査書、面接、特色検査（ない
学校もある）」の配点が異なる。

デジタル教科書について

県内におけるデジタル教科書の利用状況、課題は？
国の動向を踏まえて今後どのようにすすめていくのか？

A
県

Q

今後について

6月にデジタル教科書を正式な教科書として位置づける法律改正が行
われ、次期学習指導要領に対応した教科書採択は、「紙のみ」「デジタ
ルのみ」「ハイブリッド」の中から採択することになっている。有識者
会議の議論を経て、大臣指針が秋ごろに作成、周知される。県も情
報提供、好事例の周知に取り組んでいく。

課 題

児童生徒が利用するためのアカウント登録など管理運営面
紙とデジタルの使い分けなど指導面の課題

県としては、昨年度末にデジタル教科書の効果的な活用方法に
関するガイドブックを作成して市町村に周知している

利用状況

全小中学校を対象に英語、小5から中３の約6割が算数（数学）を国か
ら提供されている（令和6年度より）

●全授業の75%の授業で活用している学校……42%
●50%以上の授業で活用している学校………24%

中学校の英語（アンケート調査より）

約７割弱の学校が
２回に１回以上授業

で活用


